
介護・障害・児童の各分野における人材の確保・養成について、行政、事業者、職能団体等が中長
期的な視点に立って、それぞれの役割や、取り組むべき基本的な方向性をしっかりと認識し、計画
的に人材の確保・養成を進めていくために策定 

２０２５年に向けて、中長期的視点に立った、介護・福祉人材の確保・養成に関する総合的計画 

１０年間（平成２７年度～平成３６年度）  ※必要に応じ３年程度を目途として検証・見直し 

本計画に基づき、毎年度事業計画を作成し、施策を実施 

（策定趣旨） 
 
 

（位置づけ） 

（期  間） 

（実施方策） 

石川県介護・福祉人材確保・養成基本計画（原案）の概要 

Ⅳ就業者の定着促進 

Ⅰ学卒就職者の確保 

Ⅲ潜在介護・福祉人材の
再就業促進 

Ⅱ他分野からの就業促進 
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Ⅰ介護・福祉職員向け研修の強化 

Ⅱ経営者・施設管理者向け研修の強化 

○適切な時期に就職面談会を開催することなどにより、学
卒者を確保する仕組みを構築 

○小中高生に介護・福祉の現場の話を伝えるなど、将来の
職業の選択肢に介護・福祉の仕事が選ばれるよう働きか
け 

○介護・福祉の仕事の内容や魅力、やりがいについて様々
な方法により情報発信 など 

○福祉人材センターの活動エリアや活動時間の拡大 など 

○潜在介護・福祉人材バンクの仕組みを構築 

○求職者、事業所の条件をマッチングできる体制を整備 

 など 

○適切な賃金水準の設定、休みが取りやすい職場づくり、
育児中でも働き続けられるよう多様な勤務形態の導入な
ど、勤務環境の整備 など 

○福祉総合研修センター等が実施する研修の体系などを見
直し 

○介護・福祉職員間で、互いに切磋琢磨してスキルアップ
する仕組みを構築 など 

○明確な経営戦略を立て、職員がしっかりとそれを理解し
てサービスを提供するために、経営者・施設管理者の意
識のあり方、資質の向上を図るための研修を実施 など 

○介護・福祉分野に就職した理由「やりがい」：53.4% 
○資格所持者で積極的に介護分野で再就業を 
 希望する者：16.9% 
○再就業の際に希望する支援 
 ・希望に合致する求人情報    61.6% 
 ・必要な教育や研修       53.3% 
 ・職場の雰囲気を紹介する仕組み 42.7% 

介護・福祉関係養成校を中心に学卒就職者を確保
するとともに、他分野で離職した者の就業を促進
するほか、資格所持者や就業経験がありながら現
在働いていない潜在介護・福祉人材の再就業を促
進するなど、幅広い参入ルートからしっかりと就
業者を確保することが重要 

○介護職員の離職率：H24：12.6% H25：13.3% H26：15.3% 
  （H24,25は(公財)介護労働安定センターの調査結果） 

○辞めた理由 
 ・法人・事業所の理念・経営に不満 19.9% 
 ・結婚・出産・妊娠・育児     14.8% 

働きやすい職場環境づくりなど、現に就業してい
る者の定着を促進し、他分野への転職者を極力減
らすことが重要 

○外部研修が受けやすい職場：42.0% 
○職員を積極的に研修に参加させている 
   従事者 49人以下：63.0%／50人以上：74.4% 
○従事者の悩み、不安 
 ・管理職等の業務の指示が分かりにくい：17.9% 
 ・法人の基本方針、理念が分かりにくい：12.3% 
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各分野で高まる専門性に対応できる人材の養成の
ため、介護・福祉職員に対する研修を充実させる
とともに、経営者・施設管理者に対して、更なる
マネジメント力の向上等を図る研修を充実させる
ことが重要 

介護・福祉事業所、従事者に対する調査結果等 取組の視点 
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介護・福祉人材を取り巻く現状 

施策の体系と取組の方向性 


